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（所属なし）

あらまし 田辺元は個人意識と超越的存在を媒介するものとして 「世界」という概念を手に入れた。 

そこで田辺哲学の「世界」は時間と客観における自我を内包し外延として具体的には体という概念を作図

し田辺元の哲学の序章としたので報告する。 

 

キーワード 内包と外延 絶対的弁証法 集合論 

 

1.はじめに 

 

田辺は個人意識と超越的存在を媒介するものと 

して世界という概念を手に入れた。 

個人意識というのは、時間が形式的には未来か

ら形成され、実質的には過去から発生するもので、

身体を媒体として、他の多くの自我と結合し統一

するものとして扱い。 

自我とは自我が身体に限定されることによって

「個人的」となる。 

超越とは「自我の意識活動の可能範囲としての

地平圏ではなくして、この地平圏を自我に対して

負荷するところの存在にして初めて超越的対象と

いわれるのである。」という。 

そこで、田辺元の「世界」という概念の作図をし

た。 

「世界」は時間と個人的における自我を内包し、

外延として具体的には身体をいう概念を作図し、

田辺の哲学の序章としたので報告する。 

 

2.本論 

田辺のいう「世界」を集合論的に記述することを

試みる。 

個人意識と超越的存在との時間と自我を作図す

るに当たり、まず内包的記法では条件 P（xyt）を

満たす xyt∈U の全体からなる集合 A を図で表す

と 

A={（xyt）、（y2+x2=r2）x,y∈U|P（x,y,t）⊂Ｕ｝…① 

 

① 式で与えられる。 

 

そこで A の内包から発生する外延を 

Ｂ＝{x，（r-x）｜x∈Ｒ} ・・・・・② 

で与えられる。 
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図 1にその作図を示す。 

 

田辺のいう「世界」は時間と客観とにおける自我

を内包し、外延として具体的には身体をいう。 

参考までに内包と外延とは前者はある記号（言

葉）が意味する対象に共通な性質のことであり後

者は記号が指す具体的対象のことを指す。 

 
 

 

3.考察 

 まず、田辺のいう自我とは何か？身体とは何

か？ 

 田辺は自我に対する「個人的人格たる汝」と自

我との両者を相互に媒介する「人格の共同体」と

いう概念を提示する。 

 そして身体は「我を我として存在せしめる限定

の根拠」であると同時に「我がその限定を超えて

無限の絶対的全体に帰入する媒介」であるとい

う。 

 田辺は自我とは身体に限定されることによって

「個人的」となる。 

 このことにより作図が可能であるといえる。 

 

 

 

4.結論 

 

 田辺元の哲学の序章として「世界」という概念

を作図することを試みた。というのも田辺は個人

意識と超越的存在を媒介するものとして世界とい

う概念を手に入れた。 

 図 1に示すように集合論的に自我とは身体に限

定されることによって、「個人的」となるから内

包として自我を個人的量ｒの大きさで表し、外延

として具体的に身体を限定することにより作図が

可能となる。そして、時間とは未来から形成され

実質的には過去から発生するもので、身体を媒体

として他の多くの自我と結合し統一するものとし

て扱われる。このことにより図 1に時間ｔを作図

し得た。残された課題として世界をｎ次元にまで

展開することであり、そして作図できることであ

る。 
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